
Rev.AJ 

一般産業用ガス製品 

 

安全な取付及び操作のための要注意事項 

 

・これらの取扱い説明書を読み、完全に理解するまでは、この圧力調整器、バルブ及びその付属品の選択、取付け、使用、及び修理

は行わないでください。 

・この要注意事項内容が運転操作者に届き、取付け後も常にその機器付近の目に届く所にあることを確認してください。 

・この要注意事項内容を理解してない人によるこの圧力調整器、バルブ及びその付属品の選択、取付け、使用 及び修理の実施を許

可しないでください。 

 

警告！ この圧力調整器、バルブ及びその付属品の不適切なモデルの選択、不適切な取付け、不適切な修理、誤った使用又は酷使は

死亡、重傷事故 又は 所有物の損傷・破壊を引き起こす可能性があります。 

 

次のような場合は上記警告内容に限らず、重大事故の可能性があります。 

・ 高速流体（液体・ガス）の放出 

・ 高速での部品の飛び出し 

・ 高温、低温、毒性流体との接触 

・ 流体の燃焼または爆発 

・ ホースや配管の危険な暴れ 

・ その他のシステム構成機器、又は装置の損傷又は破壊 

 

警告！ 安全上の要注意事項 

 

1. それぞれの圧力調整器、バルブ及びその付属品を使用前にチェックしてください。 

2. 圧力調整器、バルブ及びその付属品の最高使用定格圧力以上の圧力源には、絶対に接続しないでください。 

3. 最高入口圧力に関しては、製品に添付されたラベル(最高使用圧力表示)を参照してください。 もし、その最高使用圧力表示

が見つからない時は、取付け・使用前にその最高使用圧力を弊社に確認してください。また、貴システム全ての機器・部品 (例

えば、供給配管、継手、接続、フィルター、バルブ、ゲージ他) の最高設計圧力を確認してください。貴システムの全ての

構成機器・部品がその供給圧力や使用圧力に適合している事を確認してください。 

4. 圧力調整器、バルブ及びその付属品の取付け前に、流体の流れ方向を確認してください。それらの機器を正しい流れ方向に

取付ける事は使用者の責任です。 

5. 加圧中のシステムでの継手、ゲージ又は部品の締付け作業はしないでください。 

6. 圧力調整器やバルブの取付け時、圧力調整器本体やバルブ本体を廻しての締め付けは決して行わないでください。圧力調整

器本体やバルブ本体を保持し、継手ナットを廻してください。 

7. もし、圧力調整器やバルブに漏れや機能不具合が発生したら、すぐに故障対応修理処置をとってください。 

8. メーカーの承認無しの機器改造、付属品の追加はしないでください。 

9. システム機器には、徐々に加圧し、急な昇圧や圧力衝撃を避けてください。 

10. 圧力調整器は開閉弁ではありません。操作圧力の過度な上昇からプロセス装置を守るために、圧力調整器下流側にリリーフ

機器を設置してください。圧力調整器が使用されていない時は供給圧を閉止してください。 

11. 調整圧力側に圧力が残った状態のままハンドルを戻さないでください。 

12. ハンドルを無理に廻さないで下さい。ねじ部の損傷につながります。 

13. 継続した安全な運転操作のためには、装置･機器の定期的な検査や保守メンテが必要です。 

14. 保守メンテの頻度はアプリケーションによって変わります。その頻度は使用者の責任で決めてください。 

15. 不十分なメンテや問題点が見つかった場合、決してそのまま放置せず、報告する体制を作ってください。 

16. ガスボンベの注意書きラベルをよく読み、それに従ってください。 

17. 機器やシステムに関する入手可能な全ての情報を検討し、そのアプリケーションの全般的内容を分析することは極めて重要

です。そのシステムで使用されるそれぞれの流体の安全データ表(MSDS)を入手し、よく読み、理解してください。 

18. 酸素アプリケーションでの、死亡事故、重傷事故・又は建造物、設備や装置の損傷･破壊の可能性を最小にするために、その

システム設計や材料の適合性に関する特別な専門性と知識が要求されます。 

19. 使用ガスに適合しない材料の圧力調整器、バルブ及びその付属品は決して使用しないでください。 

20. そのアプリケーションでの材料の適合性についての決定には、使用者は通常の使用条件でその試験を行う必要があります。 

21. ベントする時は安全で作業者がいない場所に行ってください。そのパージやベント方法については、国、県の法律又は指示

を遵守し、そのベントガスの充満や停滞が起きないように、ベント配管ラインを構築してください。又、ベント開放口が雨、

雪、氷、草木、昆虫、鳥やその他によって妨げられないように注意してください。複数のベントラインを一本にまとめた接

続にしないでください。複数のベントラインが必要な時は、別々の独立したベントラインにしてください。 

22. 可燃性流体使用の減圧弁、バルブ及びその付属品は直火やその他の着火源に近づけないでください。 

23. 流体の中には、燃焼中でもその炎が見えない場合があります。死亡事故や重傷事故等重大事故を防ぐため、可燃性流体使用

中のシステムの点検や作業は、特別な注意を払ってください。 

24. 多くの流体が窒息事故の原因となる可能性があります。作業場所の換気が十分であるかどうかを確認してください。酸欠状

態で危険であることを作業者に警告する警報機を用意してください。 

25. 圧力調整器、バルブ及びその付属品には 絶対グリースや油は使用しないでください。加圧下では、油やグリースは簡単に着

火し、その使用流体と激しく反応する事があります。 

26. もし、毒性や可燃性流体を使用される場合は、救急処置装置や器具を用意してください。 

27. 全ての流体で上流側ラインにフィルターの設置をお勧めします。 

28. 継手の緩めによるシステム装置の圧抜きはしないでください。 

29. 機器の氷結防止のため、ガス中の過剰な水分を除去してください。 

30. テーパーネジの規格は NPTF です。ネジを傷めないように常に適正なネジ用潤滑剤やシーラントを使用してください。 

 

 

 

取付け設置 

・圧力調整器、バルブ及びその付属品の傷や汚れの有無を調べてください。もし、機器や部品に傷や油・グリース汚れがありました

ら、取付け設置を止めてください。 

・もし、圧力調整器、バルブ及びその付属品に傷、汚れ等がありましたら、弊社に連絡し、修理又はクリーニングを行ってください。 

 

警告！ 貴システムに使用されている機器や材料が、その使用流体に適合し、それらの定格圧力が適正なことを確認ください。 

 

修理 サービス 

・もし、圧力調整器やバルブに漏れや機能不具合が発生したら、すぐに故障対応修理処置をとってください。 

・修理実施前に、取扱説明書および手順書を用意し、その内容を理解出来ない時は、修理しないでください。 

・修理は承認された人のみが実施するようにしてください。 

・不具合調査・修理が必要な時は、その機器の供給元に返品し、調査・修理を依頼してください。 

・メーカー修理が可能な場合は、その機器は工場出荷時の元々の機能及び仕様が回復されます。 

・完全なオーバーホール修理製品には、元々の製品と同様の保証が適用されます。 

 

安全な型式モデルの選択 

1. 構成機器部品の選択時、安全でトラブルのない性能を得るために、トータルなシステム設計を考慮し、検討してください。 

2. 使用者による試験や分析で選択されたそのアプリケーション用機器の安全性や警告事項に対する責任は使用者にあります。 

3. ご要望があれば、テスコム社は特定された使用流体用として適した材料の推奨をします。 

その推奨は各種機関やメーカーの技術的適合性データをもとにしたものです。 

但し、テスコム社はその特定流体に対する適合性を保証するものではありません。 

――――その責任はあくまでもその機種選択を最終決定した使用者にあります。 

4. 適正な構成機器の機能選択や定格圧力選定、及び正しい取付け、運転操作や修理の実施は システム使用者の責任です。 

 

警告！ メーカーが承認していない機器の改造や付属品の追加は行わないでください。 

 

仕様図面・断面図面や構成部品リストは取り寄せる事ができますので、その製品の完全な型式番号を下記にご連絡ください。 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

※  製品に添付されている「Operations, Service Manual」の日本語版「運用、及びサービスマニュアル」を       ※ 

※  ホームページにご用意しております。                                     ※ 

※  トップページ＞お客様サポート＞ダウンロード＞テスコム社取扱説明書 からダウンロードしてください        ※ 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

 

日本総販売代理店 

株式会社テクメイション 
 

https://techmation.co.jp 

 

東京本社 

〒104-0041 東京都中央区新富 1-6-7  

TEL: 03-5566-6551   FAX: 03-5566-6556 

大阪営業所 

〒532-0003 大阪市淀川区宮原 4-4-6 新大阪千代田ビル別館 

TEL: 06-6395-9113   FAX: 06-6395-9114 

名古屋営業所 

〒460-0011 愛知県名古屋市中区大須 1-35-18 一光大須ビル 

TEL: 052-228-8351   FAX: 052-228-8352 

 
製造元 

TESCOM CORPORATION Industrial Controls 
USA 12616 Industrial Blvd. Elk River, Minnesota 55330 
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操作及びサービスマニュアル 

 

テスコム社ダイアフラム・センサー式圧力調整器 

ダイアフラム・センサー式圧力調整器は高い信頼性を要求されるアプリケーション用として特別に設計されています。これらの圧力

調整器は最高 42MPa の供給圧から真空～3.44MPa への減圧、または 3.44MPa までの背圧を要求されるシステムへの設置に適していま

す。 

 

テスコム社ピストン・センサー式圧力調整器 

ピストン・センサー式減圧弁は高い信頼性を要求されるアプリケーション用として特別に設計されています。これらの圧力調整器は

特に超高圧（最高 139MPa）から 0～139MPa に減圧、または 139MPa までの背圧を要求されるシステムへの設置に適しています。 

 

圧力調整方式 

テスコム社は 4つの基本圧力調整方式を採用しています。この圧力調整方式は作業者が調整圧力設定をどのような力（方法）で与え

るかを意味します。 

 

ハンド・ノブ型： 

ハンド・ノブを廻すことで調整圧を昇降させます。このハンド・ノブはスプリングを介してセンサーへ力を与えます。 

ドームロード型： 

圧力調整器のドームに希望する調整圧と同じ圧力のガス又は液体を供給することにより、調整圧を昇降させます。このド－ム圧は

通常パイロット減圧弁と呼ばれる減圧弁により供給されます。 

エアアクチュエーター式： 

圧力調整器のアチュエーターに計装エアを供給することにより、調整圧を昇降させます。計装エア圧と調整圧の比率は、圧力調整

器ごとに異なります。 

スプリングとドームロードの併用型： 

スプリング力と同時に加圧したガス又は液体をドームに供給し、調整圧を昇降させます。 

 

構成材料 

接液部に使用される構成材料は次のような材料です。 

ボディ： 300 シリーズステンレス鋼、真鍮、ハステロイ、モネル、アルミ 

シート：  テフロン、ケル-F、ベスペル、PEEK など 

ソフトグッズ: テフロン、ブナ-N、バイトン A など 

ステム：  300 シリーズステンレス鋼、真鍮、ハステロイ、モネル、アルミ 

正式構成材料と圧力調整方式は使用する圧力調整器のシリーズ番号と MOD 番号により変わります。 

 

操作：（ハンド・ノブでの調整） 

調整圧設定はハンド・ノブの調整で行います。ハンド・ノブを時計方向に廻すと、調整圧を上昇させ、反時計方向に廻すと調整圧が

降下します。ベント機能付の減圧弁では二次側の圧力が閉止されていても、調整圧を下降させることができます(注：可燃性・毒性・

液体の場合は捕集用ポート付ベントモデルを御使用下さい。)。その他の圧力調整器は出口圧を下げる時、ハンド・ノブを反時計方

向に廻す前に調整側圧力をベントする必要あります。この手順を踏まないと、圧力調整器の内部部品を破損することがあります。 

 

最終調整は、最高精度の設定値を得るために昇圧調整（時計方向回転）で行って下さい。 

 

テスコム社製圧力調整器は使用接液部材料が対応可能なあらゆるガス又は液体に使用できます。一部のシリーズ製品やオプション製

品にはフィルターが内蔵され、異物粒子の混入による不具合を防止する設計となっています。クリーンな流体以外での全ての圧力調

整器の使用には、上流側にフィルターの設置を推奨します。高速流量ガス使用のアプリケーションでは圧力調整器の凍結防止のため、

流体中の過剰な水分の除去が必要です。 

 

警告！圧力調整器の本来の機能は開閉弁としての用途ではありません。圧力調整器を使用していない時は、入口供給圧源は閉止して

下さい。安全対策として、圧力調整器の下流側にリリーフ弁を設置して下さい。 

また圧力調整器の出口側の弁を閉じた状態で、ベント機能のない減圧弁の場合は出口側・背圧弁の場合は入口側の圧力をかけ

たままハンドルを戻さないでください。圧力調整器の内部部品を破損することがあります。 

 

操作：（ドーム及びエアアクチュエータ式での調整） 

調整圧設定はドーム又はエアアクチュエータに圧力を供給することで行います。通常、この供給圧力は、パイロット減圧弁と呼ばれ

る減圧弁を使用します。 

パイロット用減圧弁のハンド・ノブを時計方向に廻すと、ドーム又はアクチュエータ供給圧が上昇し、圧力調整器の調整圧力が上昇

します。パイロット用減圧弁のハンド・ノブを反時計方向に廻すとドーム又はアクチュエータ供給圧が降下し、圧力調整器の調整圧

力も降下します。 

注意：圧力を降下させるためにパイロット用減圧弁にはベント機構が必要です。 

警告！圧力調整器の本来の機能は開閉弁としての用途ではありません。圧力調整器を使用していない時は、入口供給圧源は閉止して

下さい。安全対策として、圧力調整器の下流側にリリーフ弁を設置して下さい。 

また、ベント機能のない減圧弁の場合は出口側、背圧弁の場合は入口側の圧力をかけたままの状態でハンドルを戻さないでく

ださい。圧力調整器の内部部品を破損することがあります。 

 

 

メンテナンス 

使用者による通常メンテナンス及び修理方法・手順について述べます。 

これらの作業はラインから取り外して行うとより容易に出来ます。しかしながら、ラインからの取外しが出来ない場合があります。

その時には入口供給を閉止し、入口側と出口側の圧力を完全にベントし、圧力調整器に圧力がかかっていない状態で作業を行ってく

ださい。次に圧力調整器メンテナンス及び修理のための分解手順をステップ毎に述べます。その時は次の注意事項に気をつけて下さ

い（最新の断面図面と部品リストは弊社に用意してあります）。分解した圧力調整器の再組立は分解した逆のステップで行えます。 

正しい部品位置や正しい締め付けトルクの確認のために、部品リストや断面図を参照して下さい。 

メンテナンス及び修理には、死亡事故、重傷事故又は建造物、設備や装置の損傷･破壊の可能性を最小にするために、特別な専門性

と知識が要求されます。お客様によるメンテナンス及び修理に関してのトラブルはお客様の責任です。 

 

1. 圧力調整器のボディ全体又は、下部のフラット面を万力に挟み固定します。 

2. ハンド・ノブ又はその他の調整機構を反時計方向に廻し、ダイアフラム・ピストンへの全スプリング力を取り除きます。 

注意：ドーム型圧力調整器の場合、分解する前に全てのドーム内ガス又は液体圧力をベントしてください。 

3. 圧力調整器の上部部分（ボンネット又はドーム）を取り外します。一部の圧力調整器では、その前にハンド・ノブや取付

けブラケットを取り外す必要があります。 

注意：圧力調整器の上部部分にスプリング・ボタン、ロードスプリング、バックアップ板、ダイアフラム、ピストン・セ

ンサー等が含まれている場合があります。図面を参照の上、全ての部品が分解されていることを確認してください。 

注意：二段減圧弁ではボディの両端に上部部分がありますので、両方とも取り外す必要があります。二段減圧弁の修理に

ついては、テスコム社はメーカーでの返品修理を推奨します。 

4. 次にシートリテーナーやバック・キャップをボディから外れるまで反時計方向に廻してバルブ部分をボディから取り外し

ます。 

注意：モデル 26-1000 と 44-1000 のバルブ部分は左ネジで固定されています。 

注意：もし必要ならば、先の尖った工具でバルブ・シートをシートリテーナーから取り外すことが出来ます。 

注意：バック・キャップ使用の圧力調整器からのバルブ部品の取り外す時、メイン・バルブ・ステムが垂直を保つように

気をつけてください。もし、このメイン・バルブ・ステムが正しく取り外されないと、いくつかの部品が圧力調整器内に

残ることがあります。 

5. メイン・バルブ・アッセンブリーを分解するため、バルブを万力やプライヤーなどのスムーズ面で固定します。フラット

部分で鋏み、固定する必要があります。 

注意：バルブを損傷させないよう気をつけて下さい。 

26-1000 や 44-1000、26-1700 シリーズのメイン・バルブ・アッセンブリーの分解を補助するための冶具を用意しておりま

す。詳しくは弊社にお問い合わせください。 

警告！一部のテスコム圧力調整器には内部フィルター付があります。それらのフィルターは入口側ポートもしくはメイ

ン・バルブ部分に位置しています。どちらの場合も、それらのフィルターは再組立前に取り外し、交換して下さい。 

6. 再組立する全ての部品を検査し、もし傷や欠陥があれば交換して下さい。 

7. 安全運転・操作のため、全ての部品をそのシステムや使用流体により要求されるクリーン度レベルでクリーニングして下

さい。全ての接液部部品にはメイン・バルブの適正なシールを妨げる様な異物粒子があってはなりません。 

8. 必要な部品に炭化フッ素グリースを薄く均一に塗布します。 

例：スプリング・ボタンのへこみ側、調整スピンドルのネジ部、ボンネットのネジ部全体、Oリング及び内部部品ネジ部 

警告！メタル/メタル・ダイアフラム・シールが標準の圧力調整器は内部のネジ部には、いかなるグリースも塗らないで

下さい。該当する主なモデルは次の通りです｡ 

44-2200、44-2300、44-2600、44-2800、44-3200、44-3400、44-4600、44-4700 及び 44-4800 シリーズ 

注意：出入口ポート接続部には、いかなるグリースも塗らないで下さい。 

9. バルブ・シートは面取り側がメイン・バルブに対面するように取り付けます。 

10. ベント機能付減圧弁の場合、その設定は工場での最終組立で設定されていますので、通常、再設定は必要ありません。も

しその再調整が必要となった時は圧力調整器を設置した後に次の手順で行って下さい。 

ステップ 1：ハンド・ノブのキャップを取り外す。 

ステップ 2：ハンド・ノブを使って、下流側に 0.07～0.1MPa の圧力をかけます。 

ステップ 3：キャップの下方にあるベント調整ネジをリリーフ弁から流体が吹き出すまで時計方向に廻します。 

ステップ 4：次に吹き出しが止まるまで反時計方向に調整ネジを廻し、1/2 回転を加えます。最後にキャップを取り付け

ます。 

11. ワイヤーメッシュ製入口側フィルターの再取付 

入口ポートにフィルターを挿入します。ポートと同じ径の工具を使い、はめ込みます。 


